
P.6
一般質問

P.2

P.3

P.7

P.9

　３年ぶりに開催された市消防操
法大会は、岐阜かかみがはら航空
宇宙博物館で行われました。
　大会では、各地区の代表班が迅
速、確実かつ安全に器具を操作し、
見事な技術を披露しました。
　消防団は、地域住民の安全と安
心を守るため、地域防災力の要と
して活躍しています。

P.6~ 

一般質問

11人が
市政を問う

今　号　の　表　紙 
第４６回市消防操法大会

一般質問

臨時交付金
市民、事業者など広く支援

議案概要

商品券を発行
プレミアム率100%

委員会審査

物価高騰分を市で負担
給食費を維持

一般質問

一般質問

川島大橋の今
歩行者用仮橋開通へ

３月 ６月 ９月 12 月
No.187

令和 4 年 6 月定例会市議会だより
かかみがはら

P.8

交付・手続き窓口を拡大
マイナンバーカード
一般質問

プレミアム付商品券事業を実施　　プレミアム付商品券事業を実施　　

2 0 2 2 年 8 月 発 行

旧桜井家住宅
解体も視野に入れ検討



ふ
れ
あ
い
バ
ス
東
西
線
と
チ
ョ
イ
ソ

コ
か
か
み
が
は
ら
を
７
月
か
ら
８
月

ま
で
土
日
祝
日
も
運
行
す
る
た
め
に

必
要
な
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
３
億
１
１
７
２
万
８
千
円

▼
公
立
保
育
所
運
営
費
・

　
　
　
　
　
学
校
給
食
会
計
管
理
費

　
食
材
費
高
騰
に
よ
る
給
食
費
の
値

上
げ
分
に
対
し
、
保
護
者
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
必
要
な
額
を
補
正
す

る
も
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
６
９
８
７
万
７
千
円

議案概要
令和4年6月定例会

定例会を 6 月 7 日から 6 月 30 日までの 24 日間開催し、令和 4 年度一般会計補正
予算をはじめとする 20 案件を審議しました。

予
算
に
関
す
る
議
案

そ
の
他
の
議
案

給食の時間 ( 那加第三小学校 )

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
当
面
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
の
補
正
を

行
う
も
の
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の

▼
商
業
振
興
対
策
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
の
長
期
化
や
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
市
民
生
活

や
事
業
者
へ
の
経
済
的
な
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
市
内
経
済
活
動
の

回
復
を
目
的
と
し
た
「
各
務
原
市
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
」
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
市
内
取
扱
店
舗
で
使
用
で
き
る
１

万
円
分
の
商
品
券
を
５
千
円
（
プ
レ

ミ
ア
ム
率
１
０
０
％
）
で
販
売
し
ま

す
。　
　
８
億
８
０
５
１
万
８
千
円

▼
予
防
接
種
費
・

　
　
　
　
　
公
共
交
通
機
関
対
策
費

　
60
歳
以
上
の
方
な
ど
へ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
接

種
を
実
施
す
る
た
め
、
ま
た
、
集
団

接
種
会
場
ま
で
の
移
動
手
段
の
支
援

と
し
て
、
平
日
の
み
運
行
し
て
い
る
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博

物
館
の
屋
上
防
水
等
改
修
工
事
を
、

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、

足
立
・
日
鋼
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
と
１
億
６
５
０
０
万
円
で
契
約

を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
６
１
４
９
万

４
２
４
０
円
で
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
６
７
１
０
万
４
２
４
０
円

で
、
い
ず
れ
も
㈱
ウ
ス
イ
消
防
か
ら

取
得
す
る
も
の
で
す
。

▼
各
施
設
管
理
費

　
原
油
や
液
化
天
然
ガ
ス
の
価
格
高

騰
に
よ
り
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
、

北
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
小
・
中
・
特
別

支
援
学
校
に
係
る
電
気
需
給
契
約
の

契
約
単
価
を
変
更
す
る
た
め
、
必
要

な
額
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。　
　

　
　
　
　
１
億
４
９
９
１
万
７
千
円

▼
環
境
保
全
対
策
費

　
脱
炭
素
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、

太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
を
設
置

す
る
市
民
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
２
０
万
円
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入
札
方
法
を
総
合
評
価
一
般

　
競
争
入
札
に
し
た
理
由
は
。

　
開
館
し
な
が
ら
工
事
を
施
工

　
す
る
た
め
、
来
館
者
へ
の
安

全
対
策
や
、
展
示
物
が
破
損
し
な
い

た
め
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
事
業

者
か
ら
の
技
術
提
案
を
求
め
、
よ
り

品
質
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
の

　
物
価
高
騰
分
に
対
し
て
市
が

負
担
を
す
る
が
、
食
材
費
の
値
上
が

り
分
を
ど
れ
だ
け
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
食
材
費
の
値
上
が
り
を
14
％

　
で
見
込
ん
で
い
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結　
　
　
　

（
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博

物
館
屋
上
防
水
等
改
修
工
事
）

　
屋
上
防
水
工
事
の
具
体
的
な

　
内
容
と
工
事
期
間
は
。

　
既
存
の
屋
根
に
発
泡
ポ
リ
エ

　
チ
レ
ン
を
敷
設
し
、
そ
の
上

に
鋼
板
を
張
り
付
け
る
と
と
も
に
、

館
内
を
通
る
樋と

い
も
併
せ
て
改
修
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
工
事
期
間
は
、
令
和
５
年
２
月
16

日
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
中
古
住
宅
を
長
期
優
良
住
宅

　
に
認
定
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
例
え
ば
、
中
古
住
宅
を
売
る

　
方
に
と
っ
て
は
付
加
価
値
が

付
く
の
で
流
通
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
長
期
優
良
住
宅
を
認
定
す
る

　
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
条
件

が
あ
る
か
。

委
員
会
審
査
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
地
域
住
民
の
た
め
に
自
治
会

　
が
使
用
す
る
備
品
な
ど
に
補

助
を
す
る
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
に
、
今
年
度
は
４
つ
の
自

治
会
が
採
択
さ
れ
た
が
、
何
を
整
備

す
る
の
か
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
お
祭
り

　
で
使
用
す
る
軽
い
ア
ル
ミ
製

や
ぐ
ら
、
集
会
施
設
で
使
用
す
る
机

と
椅
子
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
多
彩

な
交
流
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
、

パ
ソ
コ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
購

入
な
ど
が
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

議
案
を
分
野
別
に
４
つ
の
委
員
会
に
分
け
、
詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

民
生
常
任
委
員
会

経
済
教
育
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

経年劣化が見られる航空宇宙博物館の屋上

専
決
処
分
の
承
認

（
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　
こ
の
補
正
予
算
を
専
決
処
分

　
と
し
た
理
由
は
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　
チ
ン
４
回
目
接
種
に
つ
い
て

①
国
よ
り
５
月
下
旬
か
ら
接
種
開
始

す
る
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
②
市

内
の
高
齢
者
施
設
か
ら
「
入
所
者
の

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
予
防
の
た
め
速
や

か
に
接
種
し
た
い
」
旨
の
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
③
接
種
費
用
を
引
き
続
き

国
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
た
。

　
60
歳
以
上
の
方
の
新
型
コ
ロ

　
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
４
回

目
の
接
種
率
を
ど
う
見
込
む
か
。

　
60
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
９

　
割
を
超
え
る
４
万
６
千
人
が

３
回
目
接
種
済
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
方
が
全
員
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
る
供

給
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
認
定
に
際
し
、
長
期
的
に
居

　
住
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
長
期
間
使
用
す
る
た
め

の
維
持
保
全
計
画
の
提
出
な
ど
が
必

要
で
あ
る
。
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賛成…〇　反対…×

※公明…市議会公明党／共産…日本共産党各務原市議会議員団／みらい…市民派・チームみらい※公明…市議会公明党／共産…日本共産党各務原市議会議員団／みらい…市民派・チームみらい
　　　　

かかみがはら市議会だより　第 187 号

　江南市スポーツセンター（KTX アリーナ）を視察した。
　当該施設は、築 48 年の体育館があった場所に建て替えて、平成 30 年度にオープンした。
　敷地面積は約 3 万 1000 ㎡、体育館の延床面積は 8300 ㎡で、総事業費は約 37 億 5000
万円とコストは抑えられていたが、272 台分の駐車場は満車になることもあるとのことで、本
市においても駐車台数の設定には十分な検討が必要であると感じた。
　1 階には、メインアリーナとサブアリーナがあり、メインアリーナは正式規格のバスケットボー
ルコート 2 面分、サブアリーナは 1 面分を確保できる広さで、市民の利用率はサブアリーナの
方が高いとのことであった。
　２階のメインアリーナ観覧席の下には、防
災備蓄倉庫が設けられ、多くの備蓄品が保管
されていた。
　災害時は、メインアリーナには最大 650
人の避難が可能で、サブアリーナは支援物資
集積所としての活用を想定している。
　また、72 時間の電源供給が可能な自家発
電装置があるほか、駐車場にマンホールトイ
レを設けるなど、災害時の活用も視野に入れ
た体育館となっており、今後の本市における
コンセプト作成に向けて参考になった。

調査の報告（新総合体育館建設調査特別委員会）

江南市スポーツセンターのメインアリーナ

議案等
の種類

議決
結果

政和クラブ 颯清会 公明※ 共産※ みらい※ 無会派
井
戸
田  

直
人

塚
原  

甫

小
島  

博
彦

指
宿  

真
弓

瀬
川  

利
生

仙
石  

浅
善

水
野  

盛
俊

坂
澤  

博
光

川
嶋  

一
生

足
立  

孝
夫

川
瀬  

勝
秀

大
竹  

大
輔

岩
田  

紀
正

津
田  

忠
孝

池
戸  

一
成

黒
田  
昌
弘

五
十
川  
玲
子

横
山  

富
士
雄

永
冶  

明
子

波
多
野
こ
う
め

古
川  

明
美

杉
山  

元
則

水
野  

岳
男

吉
岡  

健

補　正
予　算

令和 4 年度一般会計補正予算（第 3 号）に対する修正案 否決 × × × × × × × 議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

× × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

令和 4 年度一般会計補正予算（第 3 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

請　願

消費税のインボイス制度実施中止・延期を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

消費税率を当面 5% に引き下げることを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

国に核兵器禁止条約の批准を求める意見書提出の請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

マスクによるいじめ、差別、分離を避けるための対応を市長及び教育長から発信すること
を求める請願　 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

４



議案等
の種類

議決
結果

政和クラブ 颯清会 公明※ 共産※ みらい※ 無会派
井
戸
田  

直
人

塚
原  

甫

小
島  

博
彦

指
宿  

真
弓

瀬
川  

利
生

仙
石  

浅
善

水
野  

盛
俊

坂
澤  

博
光

川
嶋  

一
生

足
立  

孝
夫

川
瀬  

勝
秀

大
竹  

大
輔

岩
田  

紀
正

津
田  

忠
孝

池
戸  

一
成

黒
田  

昌
弘

五
十
川  

玲
子

横
山  

富
士
雄

永
冶  

明
子

波
多
野
こ
う
め

古
川  

明
美

杉
山  

元
則

水
野  

岳
男

吉
岡  

健

補　正
予　算

令和 4 年度一般会計補正予算（第 3 号）に対する修正案 否決 × × × × × × × 議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

× × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

令和 4 年度一般会計補正予算（第 3 号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

請　願

消費税のインボイス制度実施中止・延期を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

消費税率を当面 5% に引き下げることを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

国に核兵器禁止条約の批准を求める意見書提出の請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

マスクによるいじめ、差別、分離を避けるための対応を市長及び教育長から発信すること
を求める請願　 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × ×

■ 賛成全員の議案
議案等
の種類 案件名

専　決
処　分

専決処分の承認（市税条例の一部を改正する条例）

　　　〃　　　（令和 4 年度一般会計補正予算（第 1 号））

補　正
予　算 令和 4 年度一般会計補正予算（第 2 号）

条　例
市税条例等の一部を改正する条例

手数料条例の一部を改正する条例

契　約 工事請負契約の締結（岐阜かかみがはら航空宇宙博物館屋上防水等改修工事）

人　事 教育委員会委員の任命（小島聡太郎氏、大堀憲氏）

財　産

財産の取得（大型ディスプレイ等）

　　〃　　 （水槽付消防ポンプ自動車）

　　〃　　 （化学消防ポンプ自動車）

その他

市道路線の認定（市道鵜 1419 号線）

木曽川右岸地帯水防事務組合議会議員の選挙（平工泰聡氏、足立孝夫氏、仙石浅善氏）

市指定金融機関の指定

令和4年6月定例会令和4年6月定例会

■ 賛否が分かれた議案

審議の結果審議の結果 議案等の審議の結果は以下のとおりです。

案件名
会派名・所属議員名
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総
合
運
動
公
園
か
ら
の
自
動

　
車
退
場
時
の
安
全
対
策
の
考

え
は
。

　
堤
防
道
路
で
あ
る
県
道
芋
島

　
鵜
沼
線
は
、
川
島
大
橋
の
通

　
旧
桜
井
家
の
修
繕
工
事
を
せ

　
ず
、
長
年
放
置
し
て
き
た
理

由
は
。

　
平
成
23
年
度
に
保
存
修
復
工

　
事
の
設
計
を
行
い
、
修
復
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
当
初
５
、
６

千
万
円
と
算
出
し
た
工
事
費
が
、
当

時
の
設
計
額
で
約
１
億
２
千
万
円
と

約
２
倍
以
上
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
計
画
を
取
り
や
め
た
。

　
設
計
以
降
、
抜
本
的
な
修
復
工
事

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
建
具
や
屋
根
、

漆し
っ
く
い喰
壁
な
ど
の
損
傷
、
劣
化
し
た
箇

所
の
部
分
的
な
修
繕
を
行
い
な
が
ら

建
物
を
保
存
管
理
し
て
き
た
。

　
保
存
修
繕
に
向
け
て
の
計
画

　
は
。

　
現
時
点
で
抜
本
的
な
修
復
は

　
計
画
し
て
い
な
い
が
、
既
に

市
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財「
旧
桜
井
家
」

文
化
財
指
定
の
解
除
や
解
体
も
視
野
に
入
れ
検
討

老
朽
化
が
著
し
く
、
文
化
財
と
し
て

の
価
値
を
失
っ
て
い
る
た
め
、
文
化

財
指
定
の
解
除
や
、
さ
ら
に
は
解
体

も
視
野
に
入
れ
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
検
討
し
て
い
く
。

小
島
博
彦
／
津
田
忠
孝
／
黒
田
昌
弘
／
杉
山
元
則
／
横
山
富
士
雄
／
指
宿
真
弓
／

井
戸
田
直
人
／
波
多
野
こ
う
め
／
古
川
明
美
／
五
十
川
玲
子
／
永
冶
明
子

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た

　
　
　
　
　
　

 

学
校
施
設

一
般
質
問

6
月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
し
た
議
員
（
質
問
順
）

　
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施
設

　
推
進
の
考
え
は
。

　
学
校
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
化
は
、
一
部
の
学
校
で
耐
震

補
強
工
事
と
併
せ
て
、
太
陽
光
発
電

を
導
入
し
た
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
更

新
し
た
り
す
る
な
ど
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
後
も
、
学
校
施
設
の
建
替
更
新

や
大
規
模
改
修
時
に
は
、
施
設
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
整
備
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

明治４年 養
ようさん

蚕農家住宅として建てられた「旧桜井家」

総
合
運
動
公
園
の

　
　
　
　
　
　

 

入
退
場
口

総合運動公園入退場口の交差点（下中屋町）

行
止
め
の
影
響
に
よ
り
迂
回
す
る
車

も
想
定
さ
れ
、
交
通
量
が
必
然
的
に

増
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
総
合
運
動
公
園
か
ら

退
場
す
る
車
が
、
右
折
や
県
道
芋
島

鵜
沼
線
を
横
断
す
る
際
に
、
特
に
危

険
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

退
場
時
は
左
折
の
協
力
を
促
す
看
板

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
施
設
利
用

者
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の
周
知
を

図
る
こ
と
で
、
安
全
対
策
に
努
め
て

い
く
。
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一 問質般

　
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ

　
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

設
置
の
状
況
は
。

　
６
月
20
日
現
在
、
福
祉
の
里
、 

　
稲
田
園
、
一
部
の
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ

　
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　
外
出
時
の
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の

　
処
理
に
、
高
齢
者
や
前
立
腺

が
ん
な
ど
の
手
術
を
受
け
ら
れ
た
方

な
ど
が
困
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公

共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

各
施
設
の
利
用
状
況
な
ど
も
勘
案
し
、

速
や
か
に
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
施
設
に
Ｗワ

イ
フ
ァ
イ

ｉ
Ｆ
ｉ
環
境

　
を
整
備
す
る
考
え
は
。　
　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

　
な
場
面
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
が
定
着
し
、
市
民
の
方
か
ら
も
公

共
施
設
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
活
用
し
た
い

と
い
っ
た
意
見
も
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
整
備
手
法
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題
を
整

理
し
た
上
で
、
一
部
施
設
で
試
験
的

に
導
入
し
、
効
果
的
な
利
用
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

　
自
治
会
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
を

　
整
備
す
る
場
合
に
、
市
か
ら

補
助
す
る
考
え
は
。

　
自
治
会
を
は
じ
め
地
域
活
動

　
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
こ
と

で
、
現
役
世
代
や
若
者
の
積
極
的
な

参
加
を
促
進
し
、
担
い
手
の
確
保
や

自
治
会
加
入
率
の
向
上
な
ど
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
自
治
会
長
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
活
用
し
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
他
自
治

体
の
支
援
制
度
を
踏
ま
え
、
自
治
会

活
動
全
般
に
わ
た
る
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
の
活
用
に
込
め
た
思
い
は
。

　
国
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
と
し
て
、
本
市
に
は
約
４
億
２
千

万
円
の
臨
時
交
付
金
が
追
加
交
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。　

　
本
市
で
は
市
民
の
負
担
軽
減
を
第

一
に
考
え
、
特
に
子
育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
併
せ
て

市
の
事
業
者
支
援
や
経
済
活
動
の
回

復
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
厳
し
い
状
況
が
い
つ
ま
で
続

く
の
か
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
生

活
を
送
れ
る
の
か
と
い
っ
た
市
民
の

不
安
を
少
し
で
も
拭
え
る
よ
う
、
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

　
そ
の
具
体
的
な
支
援
策
の
内

　
容
は
。

　
公
立
保
育
所
、
小
・
中
・
特

　
別
支
援
学
校
の
給
食
費
高
騰

分
や
修
学
旅
行
の
バ
ス
借
上
料
高
騰

分
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
で
、
保
護

者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
子

ど
も
た
ち
に
必
要
な
栄
養
を
維
持
し
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
修
学
旅
行
を
予

定
通
り
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
と
同
様
、
市

民
全
員
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
率
１

０
０
％
の
商
品
券
「
帰
っ
て
き
た
、

ら
ら
ら
チ
ケ
ッ
ト
」
を
販
売
す
る
。

　
ら
ら
ら
チ
ケ
ッ
ト
は
、
子
育
て
世

帯
の
み
な
ら
ず
、
市
民
と
事
業
者
に

広
く
公
平
に
行
き
届
く
非
常
に
効
果

的
な
事
業
で
あ
り
、
市
民
の
生
活
支

援
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
店
舗
で

の
消
費
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
者
支
援
や
経
済
活
動
の
回
復
も

目
指
し
て
い
く
。

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
と
事
業
者
支
援
を
実
施

今年度実施された那加中学校の修学旅行

男
性
用
ト
イ
レ
の

　
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

公
共
施
設
へ
の

　
　
　
　
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
導
入

市役所の男性用トイレに新たに設置へ
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市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
の
取
得
率
と
県
内
順
位
、

年
代
別
取
得
率
は
。

　
本
市
の
交
付
率
は
５
月
１
日

　
時
点
に
お
い
て
、
40
・
７
％

で
、
県
内
42
市
町
村
の
う
ち
、
21
位

で
あ
る
。

　
年
代
別
取
得
率
は
、
０
歳
か
ら
19

歳
ま
で
34
・
91
%
、
20
歳
か
ら
39
歳

ま
で
40
・
51
%
、
40
歳
か
ら
59
歳
ま

で
41
・
23
%
、
60
歳
か
ら
79
歳
ま
で

43
・
88
%
、
80
歳
以
上
が
27
・
05
%

で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進

交
付
窓
口
と
手
続
き
窓
口
を
拡
充
へ

　
こ
れ
ま
で
の
取
得
促
進
の
取

　
り
組
み
は
。

　
平
日
の
日
中
に
来
庁
が
困
難

　
な
方
の
た
め
に
、
夜
間
や
休

日
に
交
付
窓
口
の
開
設
や
、
大
型
商

業
施
設
で
出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
た
。

　
さ
ら
に
、
交
付
申
請
に
必
要
な
写

真
撮
影
や
手
続
き
に
不
慣
れ
な
方
の

た
め
に
申
請
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
す

　
る
予
定
か
。

　
現
在
の
交
付
窓
口
で
あ
る
市

　
役
所
本
庁
舎
に
加
え
、
鵜
沼

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
カ
ー

ド
の
交
付
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
ま
た
、
５
年
で
更
新
が
必
要
な
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書

の
更
新
手
続
き
を
、
既
に
行
っ
て
い

る
市
役
所
本
庁
舎
や
鵜
沼
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
全
て
の
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
準
備
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
中
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

障
が
い
者
向
け

　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
活
用

　
障
害
者
手
帳
の
確
認
が
で
き

　
る
ア
プ
リ
で
市
公
共
施
設
な

ど
の
割
引
に
活
用
で
き
な
い
か
。

　
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
確
認
は
、

　
紙
の
障
害
者
手
帳
を
見
せ
る

心
理
的
負
担
の
軽
減
に
な
る
こ
と
、

身
体
特
性
に
応
じ
た
情
報
の
取
得
が

で
き
る
な
ど
、
手
帳
利
用
者
に
メ
リ

ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

市
の
公
共
施
設
な
ど
で
障
が
い
者
割

引
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
署

と
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木

　
質
化
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
、
今
後
の
予
定
は
。

　
各
務
原
特
別
支
援
学
校
の
特

　
別
教
室
棟
や
、
あ
さ
ひ
子
ど

も
館
の
「
木
育
の
部
屋
」
、
昨
年
度

完
成
し
た
市
役
所
新
庁
舎
高
層
棟
の

待
合
ロ
ビ
ー
、
議
場
に
多
く
の
県
産

材
を
使
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
建
築
す
る
新

庁
舎
低
層
棟
や
、
令
和
７
年
度
開
校

予
定
の
新
特
別
支
援
学
校
に
も
多
く

の
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

市民課で写真撮影からカード申請までをサポート

木製のおもちゃが並ぶあさひ子ども館（木育の部屋)

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別

　
収
集
に
つ
い
て
、
本
市
の
環

境
政
策
の
方
向
性
や
課
題
は
。

　
国
の
方
針
と
歩
調
を
合
わ
せ

　
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
つ
つ
も
、
本
市
特
有
の
課

題
で
あ
る
①
分
別
に
係
る
市
民
負
担

の
増
加
の
程
度
②
新
た
な
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
整
備
や
収
集
方
法
の
変
更

に
伴
う
経
費
の
増
加
の
程
度
③
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
焼
却
量
の
減
少
に
伴
う
コ

ー
ク
ス
量
と
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

増
減
の
程
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
検
証
し
、
分
別
収
集
に
つ
い
て
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。
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川
島
大
橋
の
現
在
ま
で
の
進

　
捗
状
況
は
。

　
現
在
、
傾
い
た
橋
脚
と
そ
の

　
前
後
２
径
間
の
橋
梁
撤
去
が

完
了
し
て
お
り
、
残
り
３
径
間
に
つ

い
て
も
撤
去
を
進
め
て
い
る
。

　
歩
行
者
用
仮
橋
は
、
８
月
頃
に
開

通
の
見
通
し
で
あ
る
。　
　
　
　
　

　
復
旧
後
の
新
し
い
橋
は
現
在
の
川

島
大
橋
と
同
じ
位
置
で
、
川
の
真
ん

中
に
橋
脚
を
一
つ
建
て
、
そ
の
両
側

に
鋼
製
ア
ー
チ
を
架
け
た
橋
と
な
る
。

　
歩
行
者
用
仮
橋
開
通
後
の
通

　
学
路
の
安
全
性
は
。

　
仮
橋
は
道
幅
が
自
転
車
も
通

　
行
可
能
な
４
ｍ
の
「
自
転
車

歩
行
者
道
」
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
、

路
面
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
転
落

防
止
柵
と
照
明
灯
が
設
置
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
仮
橋
を
利
用
す
る
新
た
な

通
学
路
は
、
開
通
前
ま
で
に
警
察
、

学
校
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
合
同
安

全
点
検
を
実
施
し
、
安
全
対
策
を
講

じ
る
。

　
な
お
、
県
道
川
島
三
輪
線
の
横
断

歩
道
が
、
仮
橋
の
開
通
に
合
わ
せ
て

設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
仮
橋
は
歩
行
者
と
自
転
車
の

　
み
が
通
行
可
能
で
あ
る
こ
と

の
周
知
方
法
は
。

　
川
島
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、

　
歩
行
者
と
自
転
車
の
み
通
行

可
能
で
あ
る
こ
と
を
６
月
10
日
付
で

回
覧
し
て
お
り
、
今
後
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
も
周
知
を
行
う
。

川
島
大
橋
災
害
復
旧
事
業
の
進
捗

歩
行
者
用
仮
橋
が
８
月
頃
に
開
通
予
定

議場の内装について、
見どころを紹介するらら !!

撤去中の川島大橋(奥)　建設中の歩行者用仮橋(手前)（令和4年6月撮影）

松原町側

笠田町側

　川の流れと桜　川の流れと桜
の模様が織り込の模様が織り込
まれたじゅうたまれたじゅうた
ん。ん。
　百十郎桜の名　百十郎桜の名
で親しまれていで親しまれてい
る新境川の桜並る新境川の桜並
木の風景を連想木の風景を連想
させます。させます。 　市章を模した　市章を模した

ひし形が組み合ひし形が組み合
わされた特徴あわされた特徴あ
るデザイン。るデザイン。
　全て県産材で　全て県産材で
つくられていまつくられていま
す。す。

市章

足元に注目

天井に注目
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こんな街が
いいな！

市議会の詳しい情報や、
本会議の映像は、こちら
からご覧ください。

　私は、各務原市で生まれ育ちました。
　今住んでいる那加甥田町は、学校、公園、駅が近
く、とても便利で快適な場所です。
　新境川にも近く、春には桜まつりが開催され、例
年多くの人で賑わいます。
　また、学びの森、市民公園でもさまざまなイベン
トが行われ多くの人々が活発に行き交います。
　中でも、冬の学びの森は、幻想的なイルミネーショ
ンがとても綺麗です。
　これからも、行政と市民が一体となり、今まで以
上に皆さんが住んで良かったと思える街になること
を期待します。

暮らしが
　　　快適な街
古
ふ る か わ

川 直
な お や

哉さん（那加甥田町）

　現在シニアクラブ活動が縮小されていく中、私は
南野口シニアクラブに加入して活動しています。　
　クラブの誰かが活動を欠席すると、「〇〇さんど
うしたのかな」「〇日に会ったけど元気だったよ」
などの会話を耳にします。
　シニアクラブは高齢者にとって、会話や適度な運
動、更には地域とのつながりができ、最良の居場所
だと思います。
　また、市の福祉サービスで毎月安否確認の「見守
りお元気コール」の電話をいただき、おかげさまで
他県に住む息子たちも安心しています。
　地域とのつながりが強く、災害にも強くて、安心
して暮らせる、この各務原市が大好きです。

　14 年前に県外から仕事場に近い川島に引っ越し
た時には知り合いもいませんでした。
　結婚し子どもが生まれたことをきっかけに、数年
前から積極的に地域のさまざまなコミュニティに参
加するようになり、今では消防団や子ども園の夏祭
り実行委員会にも参加しています。
　そうしたことで、挨拶程度に話せる知人や、共通
の話題で話せる友人が増え、無理なく付き合えるゆ
るいつながりが増えたように感じます。
　気になったら気軽に参加でき、気が合えば長く続
けられるコミュニティが、無理なく持続し、さらに
は増えていくような街になればいいなと思います。

ゆるいつながりが
増える街 
大
お お に し

西 貴
た か や

也さん（川島松倉町）

地域とのつながりが
強い安心な街
大
お お ば

庭 みつるさん（蘇原新栄町）

市 民 の 声

｜発行｜ 各務原市議会　岐阜県各務原市那加桜町 1-69
｜電話｜ 058-383-2001　
｜編集｜ 市議会だより編集委員会市議会だより

かかみがはら

本会議や委員会で行う討論ってなに？Q.

議題となっている案件について、賛否の最終
判断をする前に議員が「賛成」か「反対」か
の自分の意見を表明し、他の議員に同調を促
すものです。

討論の時、話す順番って決まっているの？

最初に「反対」の討論、次に「賛成」と「反対」
の討論をなるべく交互に行うようになってい
ます。

A.

Q＆ A　教えて！討論とは？

市議会だより編集委員会
｜委員長｜水野盛俊　　｜副委員長｜井戸田直人
｜委　員｜水野岳男 古川明美 小島博彦 津田忠孝

9 月定例会の予定
9 月  1 日（木）
9 月 14 日（水）・15 日（木）
9 月 21 日（水）～27 日（火）
9 月 30 日（金）

本会議（開会）
本会議（質疑・一般質問）
常任委員会
本会議（閉会）

新型コロナウイルス感染症拡大の状況によっては、
会議の傍聴を制限する場合がございます。
傍聴を希望される方は、事前に議会事務局にお問
い合わせいただくか、市議会ウェブサイトをご確
認ください。Q.

A.


